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4 年ぶりの開催！
第 16 回有田川駅伝大会

3 月 5 日（日）、第 16 回有田川駅伝大会を開催し
ました。新型コロナウィルス感染拡大防止のため、
令和 2 年（2020 年）から開催できていませんでし
たが、今年は４年ぶりに開催することができまし
た。

今回は 35 チームが参加し、ふれあいの丘スポー
ツパークからきびドームまでの 7 区間・35.1㎞を、
たすきをつなぎ駆け抜けました。

大会運営にあたり、ご協力をいただいた全ての
皆さまにお礼申し上げます。

大会結果
1 位 2 位 3 位

智辯和歌山 A 日高郡アスリート 新宮アスリートクラブ
1 時間 55 分 42 秒 1 時間 56 分 31 秒 1 時間 56 分 41 秒
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有田川町代表チーム 歴代最高順位の 7 位入賞
～第 22 回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会～

2 月 12 日（日）、和歌山市で「第 22 回和歌山県市町村対抗ジュニア
駅伝競走大会」が開催されました。この大会には県内 28 市町が参加し、
それぞれ小学生男女 2 人ずつ、中学生男女 3 人ずつの計 10 人が 10 区間・
21.1km を走りました。

有田川町代表チームの結果は 1 時間 13 分 53 秒で、歴代最高順位の 7
位入賞。また、宮地杏選手、三枝彩知選手が５年連続登録競技者賞を受
賞しました。この日まで選手とスタッフが一丸となり、練習に励んでき
た成果を発揮することができました。

代表チーム（敬称略） オープンチーム（敬称略）

第 1 区 前田 朔良 （吉備中学校 3 年） 湯田 琉雅 （吉備中学校 1 年）

第 2 区 平木 柚衣 （吉備中学校 1 年） 三枝 彩知 （吉備中学校 3 年）

第 3 区 森田 菜々 （小川小学校 6 年） 梅本 実花 （八幡小学校 6 年）

第 4 区 鳥淵 優 （吉備中学校 1 年） 樫内 千慧 （金屋中学校 2 年）

第 5 区 河村 知虎 （石垣中学校 2 年） 井上 陽路 （石垣中学校 1 年）

第 6 区 小早川 莉穂 （藤並小学校 6 年） 硲 心咲 （藤並小学校 6 年）

第 7 区 古川 巧明 （藤並小学校 6 年） 亀田 侑乎 （御霊小学校 6 年）

第 8 区 宮地 杏 （向陽中学校 3 年） 由良 心春 （吉備中学校 1 年）

第 9 区 芝田 靖輝 （藤並小学校 6 年） 夛谷 聡汰 （石垣小学校 6 年）

第 10 区 湯田 大雅 （吉備中学校 3 年） 二澤 蒼太 （石垣中学校 1 年）

控え選手（敬称略）

福原 尚都 （藤並小学校 6 年）

林 胡汰郎 （小川小学校 5 年）

新谷 奏楽 （吉備中学校 1 年）

福原 稜太 （吉備中学校 2 年）

森 未奈美 （田殿小学校 6 年）

門 蒼依 （石垣小学校 5 年）

堂浦 理亜 （吉備中学校 3 年）

中屋 杜萌 （金屋中学校 3 年）

壮行会の様子
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第 18 回　有田川町スポーツ表彰受賞者（個人） 
№ 氏名 学校 学年 種目 表彰名
1 藤田　和希 向陽高校 2 陸上 スポーツ奨励賞
2 島本　諒磨 箕島高校 3 ホッケー スポーツ奨励賞
3 山田　快理 箕島高校 2 ホッケー スポーツ奨励賞
4 上東　咲月 耐久高校 3 剣道 スポーツ奨励賞
5 保田　美羽 吉備中学校 3 陸上 スポーツ奨励賞
6 松場　淳生 和歌山北高校 2 ソフトテニス スポーツ努力賞
7 須佐見　容平 海南高校 2 陸上 スポーツ努力賞
8 梅本　育実 海南高校 1 陸上 スポーツ努力賞
9 西出　帆真礼 箕島高校 3 柔道 スポーツ努力賞
10 砂子　陽輝 箕島高校 1 柔道 スポーツ努力賞
11 尾﨑　嗣隆 箕島高校 1 柔道 スポーツ努力賞
12 榎本　千洋 耐久高校 3 剣道 スポーツ努力賞
13 宮地　杏 向陽中学校 3 陸上 スポーツ努力賞
14 張道　さくら 吉備中学校 1 空手道 スポーツ努力賞
15 富山　璃伯 吉備中学校 1 空手道 スポーツ努力賞
16 門屋　羽奈 吉備中学校 1 空手道 スポーツ努力賞
17 森　凌人 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
18 高垣　翔太 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
19 速水　奏翔 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
20 溝上　悠斗 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
21 馬上　敬介 吉備中学校 3 バスケットボール スポーツ努力賞
22 河口　慶次郎 吉備中学校 3 硬式野球 スポーツ努力賞
23 前川　歩輝 吉備中学校 2 硬式野球 スポーツ努力賞
24 石谷　泰雅 金屋中学校 3 硬式野球 スポーツ努力賞
25 白岩　結愛 藤並小学校 5 日本拳法 スポーツジュニア賞
26 三木　彩乃里 藤並小学校 3 空手道 スポーツジュニア賞
27 中谷　陽南 田殿小学校 4 空手道 スポーツジュニア賞
28 森田　菜々 小川小学校 6 陸上 スポーツジュニア賞
29 宮地　杏 向陽中学校 3 ジュニア駅伝 スポーツ特別賞
30 三枝　彩知 吉備中学校 3 ジュニア駅伝 スポーツ特別賞

第 18 回　有田川町スポーツ表彰受賞団体
№ 団体名 種目 該当賞
1 吉備中学校　男子バスケットボール部 バスケットボール スポーツ奨励賞
2 吉備中学校　空手道部 空手道 スポーツ努力賞
3 吉備中学校　剣道部 剣道 スポーツ努力賞
4 吉備剣道クラブ 剣道 スポーツジュニア賞

第 18 回有田川町スポーツ表彰
3 月 11 日（土）に、きびドームで「第 18 回有田川町スポーツ表彰式」を執り行いました。
有田川町スポーツ表彰は令和 4 年（2022 年）1 月 1 日～令和 4 年（2022 年）12 月 31 日中に、スポーツ発

展ならびにスポーツ活動で優秀な成績を収めた個人・団体の栄誉をたたえるものです。全国規模の大会や近
畿・関西規模の大会などで優秀な成績を挙げた、29 人・4 団体が受賞しました（敬称略）。おめでとうござ
います。
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有田川町育児用品等購入費助成金
有田川町では、子育てを応援するために育児に必要な用品の購入費を一部助成しています。
令和 5 年（2023 年）4 月 1 日より「支給対象者」「対象品目」が変更になりました。

●支給対象者
・有田川町内に住民登録している 4 歳未満の子の保

護者であり、購入時および申請時に有田川町に住
民登録している保護者

・申請者および申請者同一世帯員が町税を完納して
いること

※子 1 人につき申請は 1 回限りです。

●助成額／購入した対象品目の合計金額の半額　　　
（上限 1 万 5,000 円）

●対象品目 ／ チャイルドシート・ジュニアシート・
スマートキッズベルト・ベビーカー・ベビーベッド・
ベビー布団・抱っこひも・ベビーチェア・バウン
サー・ベビーバス・おむつ・ミルク

●申請に必要なもの
・申請者の本人確認書類
・申請者名義の通帳またはキャッシュカード
・購入商品名、金額、購入日が記載された領収書　

またはレシート
・チャイルドシート、ジュニアシート、スマートキッ

ズベルトについては安全基準を満たしていること
が確認できるもの

●申請受付場所／やすらぎ福祉課（金屋庁舎）・住民
課（吉備庁舎）・清水行政局住民福祉室

●お問い合わせ先／やすらぎ福祉課（金屋庁舎）
※役場開庁日時に伴う

出産・子育てを応援します！

災害時における電動車両等の支援に関する協定を締結
3 月 6 日（月）、当町はネッツトヨタ和歌山株式会社

およびトヨタモビリティパーツ株式会社和歌山支社と
「災害時における電動車両等の支援に関する協定」を締
結しました。

本協定は、当町内において災害による大規模停電が
発生し、または発生するおそれのある場合において、2
社が所有する外部給電可能な車両および部品などの貸
与を行い、電力供給などの応急対応を円滑に実施する
ことを目的としています。

写真（左から）＝中山町長、ネッツトヨタ和歌山株式会社 
代表取締役社長 海瀬隆太郎さん、トヨタモビリティパー
ツ株式会社 和歌山支社 和歌山副支社長 土橋克己さん

●外部給電とは…
ハイブリッド車・プラグインハイブリッド車・

燃料電池自動車・電気自動車などの車両から、外
部に電力を供給することをいいます。トヨタでは、
全てのカテゴリーで給電機能設定車が用意されて
います。
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令和 6 年（2024 年）4 月 1 日採用

有田川町職員採用試験
一般事務職・保育士・保健師・消防職

■申し込み・問い合わせ（一般事務職・保育士・保健師）
有田川町役場 総務課（吉備庁舎 3 階）
〒 643-0021　有田川町大字下津野 2018-4
☎ 22‐3291（直通）　FAX52‐3210
E-mail　b.somu@town.aridagawa.lg.jp

有田川町では新しい時代に向け、新しい魅力を持った個性ある
町の創造を目指し「第 2 次長期総合計画」の基本理念・目標を実現
するため、既成概念にとらわれない創造力豊かな職員を募集します。

筆記試験は SPI3。町職員として有田川町のまちづくりに参
加したい、個性とやる気のある皆さまをお待ちしています！

【有田川町が求める職員像】
一般事務職・保育士・保健師／アイデアを形にする職員・自ら考え

行動できる職員・チームプレーができる職員
消防職／“住民の生命・身体・財産を守る”大切な任務を遂行するため、

あらゆる消防事象に立ち向かう体力、勇気、使命感と誇りを持ち、
規律と礼儀を重んじる誠実な職員

1. 職種および採用予定人員
職種 試験区分 採用予定人員 職務内容

一般事務職
Ａ（一般） 3 人程度

町長部局または教育委員会などの事務Ｂ（高校新卒） 1 人程度
C（障害者） 1 人程度

保育士 2 人程度 各町立保育所・子育て支援センターなど、保育の資格に関する業務
保健師 1 人程度 町長部局または教育委員会などにおける保健業務
消防職 3 人程度 消防本部および各消防署における消防業務

2‐2. 受験資格（消防職）
受験資格 日本国籍を有し、平成 11 年（1999 年）4 月 2 日から平成 18 年（2006 年）4 月 1 日までに生まれた人

採用
選考
基準

身長 おおむね 160 ㎝以上
胸囲 身長のおおむね 2 分の 1 以上
体重 おおむね 50 ㎏以上

視力 １．矯正視力を含み、両眼で 0.7 以上、かつ一眼（裸眼）でそれぞれ 0.3 以上
２．赤色、青色および黄色の識別ができること

聴力 正常であること
肺活量 おおむね 3,000 ㎤以上

その他
1. 体質が健全で、四肢関節に障害などがなく、諸機能が正常であること
2. 精神機能および神経系統に異常がないこと
3. 言語明瞭で十分発声ができること　4. 職務執行上、支障のある疾患のないこと

居住地 受験者の居住地は問わないが、採用後は管轄区域内（有田川町）への居住が必要

2‐1. 受験資格（一般事務職・保育士）
職種 試験区分 受験資格

一般事務職

Ａ（一般） 平成 5 年（1993 年）4 月 2 日から平成 18 年（2006 年）4 月 1 日までに生まれた人
Ｂ（高校新卒） 令和 6 年（2024 年）3 月に高等学校を卒業見込みの人

C（障害者）

昭和 63 年（1988 年）4 月 2 日から平成 18 年（2006 年）4 月 1 日までに生まれた人で、
次の①～③のすべての要件を満たす人
①次の ア）、イ）、ウ）のいずれかの手帳の交付を受けた人
　ア）身体障害者福祉法第 15 条に規定する身体障害者手帳　イ）療育手帳　ウ）精神障害者保健福祉手帳
②自力により通勤ができ、介助者なしに一般事務職としての職務の遂行が可能な人
③活字印刷文による出題に筆記用具を用いて手書きで回答できる人および口頭による面接

試験に対応できる人

保育士 昭和 58 年（1983 年）4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する人または令和
6 年（2024 年）3 月卒業見込みで保育士の資格を取得見込みの人

保健師 昭和 58 年（1983 年）4 月 2 日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人または令和
6 年（2024 年）3 月卒業見込みで保健師の資格を取得見込みの人

■申し込み・問い合わせ（消防職）
有田川町消防本部 消防総務課
〒 643-0811　有田川町大字庄 1042
☎ 52‐5950　FAX52-5952
E-mail　fire119@town.aridagawa.lg.jp町 HP 採用案内
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3‐1. 一般事務職 A　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

第 1 次試験

書類受け付け
個人面接

（10 分程度）

5/22( 月）
～ 5/31（水）
8:30 ～ 17:15

吉備庁舎３階
総務課

①有田川町職員採用試験
受験申込書

※顔写真の添付が必要
②エントリーシート

●土日も受け付けます。
●予約不要。
●本人が直接持参してくだ

さい。

筆記試験（SPI3） 6/9（金）
～ 6/23（金）

左記の期間中に、全国のテ
ストセンターで受検。詳し
くはホームページや募集案
内をご覧ください。

第 2 次試験 個人面接 7/15（土）・16（日）予定
第 3 次試験 個人面接 8/19（土）予定

3‐2. 一般事務職 B（高校新卒）・C（障害者）　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

書類受け付け
8/9( 水）
～ 8/18（金）
8:30 ～ 17:15

吉備庁舎３階
総務課

①有田川町職員採用試験
受験申込書

※顔写真の添付が必要
②エントリーシート
③障害者手帳に関する申

出書と障害者手帳
※障害者のみ

●土・日・祝日を除きます。
●予約不要。
●本人が直接持参してくだ

さい。

第 1 次試験
筆記試験（SPI3）

（能力検査 70 分、 
性格検査 40 分）

9/17（日）
9:40 ～

吉備庁舎
会議室

第 2 次試験 個人面接 10/8（日）予定
第 3 次試験 個人面接 10/22（日）予定

3‐3. 保育士・保健師　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

第 1 次試験

書類受け付け
個人面接 

（10 分程度）

5/22( 月）
～ 5/31（水）
8:30 ～ 17:15

吉備庁舎３階
総務課

①有田川町職員採用試験
受験申込書

※顔写真の添付が必要
②エントリーシート

●土日も受け付けます。
●予約不要。
●本人が直接持参してくだ

さい。
筆記試験（SPI3）

（能力検査 70 分、 
性格検査 40 分）

6/25（日）
9:40 ～ きびドーム

第 2 次試験 個人面接 7/15（土）・16（日）予定
第 3 次試験 個人面接 8/19（土）予定

3‐4. 消防職　試験の内容など
内容 日時 場所 申込書類 備考

書類受け付け
8/9( 水）
～ 8/18（金）
8:30 ～ 17:15

消防本部
消防総務課

1. 有田川町職員採用試験
受験申込書

※ A4 両面印刷

2. 顔写真 2 枚（縦 4 ㎝×
横 3 ㎝）

※ 1 枚は受験申込書に貼
付するものとする。

●土・日・祝日を除きます。
●予約不要です。
●遠方に居住しているな

ど、やむを得ず受付期間
内に直接持参できない場
合に限り、締切日までに
必着で郵送可。

※郵送の場合は、必ず特定
記録郵便または簡易書留
郵便とし、封筒の表に「採
用試験申込」と朱書きし
てください。これら以外
による不着の問題につい
ては一切対応いたしかね
ます。

第 1 次試験

筆記試験（SPI3）
（能力検査 70 分、 
性格検査 40 分、 
エントリーシート
60 分）

9/17（日）
8:30 ～

消防本部 2 階
会議室

第 2 次試験 身体検査・体力測定 10/8（日）予定
第 3 次試験 個人面接 10/22（日）予定
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地方交付税
62億5,000万円
（0.0%）

歳入

国庫支出金
16億912万円 
（＋33.5%）

県支出金
11億4,425万円 
（▲2.2%）

地方債
10億1,870万円
（＋49.4%）

地方譲与税等※2

8億7,746万円（▲0.4%） 固定資産税 14億8,882万円（＋3.2%）

町民税 11億6,278万円（＋0.6%）

たばこ税 2億457万円（0.0%）

軽自動車税
1億2,541万円（▲1.7%）

入湯税 1,140万円（＋2.5%）

繰入金
17億7,694万円 (+2.8％)

ふるさと応援寄附金
10億円（0.0%）

使用料等※1

4億6,055万円（＋2.4%）

自主財源
36.4％

依存財源
63.6％

予

  

算
※１　使用料・手数料・分担金・負担金・財産収入・寄附金（ふるさと応援寄附金除く）・繰越金・諸収入の計
※２　地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式譲渡所得割交付金・法人事業税交付金・地方消費税交付金・
　　   ゴルフ場利用税交付金・環境性能割交付金・地方特例交付金・交通安全対策交付金の計
※ 3　（　）は前年度比
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般
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計
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、
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油
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格
・
物
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高
騰
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の
対
応
や

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
、

新
規
事
業
で
あ
る
「
し
み
ず
温

泉
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
前
年

度
の
当
初
予
算
と
比
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8
億
2
0
0
0
万
円
増
加
し

1
7
1
億
3
0
0
0
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

一般会計　1 人当たりでは？

一人当たりの町税負担額（見込み額）　　11 万 6,950 円
一人当たりに使われるお金（見込み額）　66 万 9,350 円

※令和 5 年（2023 年）1 月 31 日現在の人口（2 万 5,592 人）で計算しています。

令和 4 年度 （2022 年度） 末見込み 令和 5 年度 （2023 年度） 末見込み 増減
一 般 会 計 150 億 7,329 万円 139 億 4,752 万円 -11 億 2,577 万円
水 道 事 業 会 計 4 億 216 万円 3 億 6,335 万円 -3,881 万円
簡 易 水 道 事 業 会 計 18 億 298 万円 16 億 7,161 万円 -1 億 3,138 万円
下 水 道 事 業 会 計 93 億 2,795 万円 95 億 3,264 万円 2 億 469 万円
合 計 266 億 638 万円 255 億 1,512 万円 -10 億 9,126 万円

各会計 地方債残高

一人当たりの地方債残高 54 万 5,000 円　
※令和 5 年（2023 年）1 月 31 日現在の人口（2 万 5,592 人）で計算しています。

─  用語解説  ─
●自主財源／町税や使用料および手数料、財産収入など、町自らが徴収する収入で、歳入総額に占める割合が高いほど財政の自

主性と安定性が高いといえます。
●依存財源／国や県から自治体に交付される金額や割り当てられる収入で、国・県支出金、地方交付税、各種交付金、地方債な

どが該当します。
●義務的経費／任意に削減できない極めて硬直性が強い経費。職員の給与などの人件費・地方債の元利償還金などの公債費・扶

助費から構成されています。
●投資的経費／道路、橋りょうの整備や学校などの施設建設など社会資本整備に必要な経費。普通建設事業費、災害復旧事業費

から構成されています。

議会費

商工費 公債費教育費消防費土木費衛生費

総務費 民生費

農林水産業費 その他

3,663 円 7 万 4,444 円 17 万 7,805 円

6 万 2,668 円 4 万 8,802 円 4 万 772 円 5 万 3,489 円 2 万 7,637 円 4 万 7,128 円 8 万 6,828 円 4 万 6,114 円

令
和
5
年
度

有
田
川
町
の予

  
算
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公営企業会計予算

水道事業
【収益的】 【資本的】

収入 5 億 710 万円 収入 7,720 万円
支出 4 億 5,703 万円 支出 2 億 166 万円

簡易水道事業
【収益的】 【資本的】

収入 4 億 9,951 万円 収入 2 億 5,922 万円
支出 4 億 9,876 万円 支出 4 億 1,760 万円

下水道事業
【収益的】 【資本的】

収入 10 億 7,562 万円 収入 15 億 5,975 万円
支出 9 億 6,547 万円 支出 19 億 916 万円

歳 入
自主財源である町税が 29 億 9,298 万円（前年度比＋

4.6％）に増加していますが、地方交付税 62 億 5,000 万
円や国・県支出金 27 億 5,337 万円など依存財源が 108 億
9,953 万円と全体の 63.6％を占めており、財源の多くを
国や県に頼らなければならない状況です。

歳 出
目的別内訳をみると、民生費の歳出に占める割合が高

く全体の 26.6％となっています。また、性質別内訳をみ
ると義務的経費である人件費や公債費が減少する一方、
道路や公共施設などの整備により投資的経費（普通建設
事業費）が増加しています。

主な事業および新規事業
●昭和 28 年水害 70 周年式典事業／総務課
　「紀州大水害」を後世に伝え、防災意識向上につなげる
　ため式典を開催します。

●移動販売車運営費補助事業／企画調整課
　移動販売事業者に対して補助を行い、高齢者の買い物手段
　を確保します。

●育児支援事業／やすらぎ福祉課
　育児用品補助事業を拡充します。

●出産・子育て応援交付金事業／健康推進課
　妊娠届・出生届提出後にそれぞれ 5 万円を給付します。

●金屋学童保育施設整備事業／こども教育課
　金屋学童保育施設の建築を実施します。

●児童福祉施設整備関連事業／こども教育課
　老朽化した金屋第一保育所の建て替えを実施するための設
　計を行います。

●しみず温泉整備事業／商工観光課
　老朽化したしみず温泉の建て替えを実施します。

●明恵上人生誕 850 年記念事業／社会教育課
　明恵上人の偉業を町民に伝えるために記念事業を開催します。

●消防団運営事務／消防本部
　消防団員の報酬および出動報酬を改定し、処遇改善を図ります。

地方公営企業法の適用を受け、その事業収入により経営される会計
※令和 5年度（2023 年度）より簡易水道事業および公共下水事業などが公営企業会計となりました。

民生費
45億5,038万円

公債費
22億2,211万円

総務費
19億518万円衛生費

16億380万円

土木費
13億6,889万円

農林水産業費
12億4,893万円

教育費
12億609万円

諸支出金
11億3,842万円

商工費
10億4,343万円

消防費　7億729万円
歳出

性質別内訳

目的別内訳

議会費　9,373万円

その他　4,175万円

歳出予算を違った視点（性質別）で分類すると

維持補修費　1億9,355万円（+10.3%）
予備費　3,000万円（0.0%）

投資及び出資金
4億7,172万円（皆増）

補助費等
27億6,799万円
（+60.5%） 普通建設事業費

17億8,476万円
（+46.7%）

扶助費
14億2,557万円
（+3.0%）

公債費
22億2,211万円
（▲9.9%）

人件費
29億7,450万円
（▲3.0%）

物件費
27億5,867万円
（+7.4%）

積立金
11億3,842万円（▲0.9%）

繰出金
13億6,270万円
（▲46.2%）

その他経費
50.9％

義務的経費
38.7％

投資的
経費
10.4%

国民健康保険事業 36 億 1,101 万円
後期高齢者医療事業 7 億 8,981 万円
介護保険事業 32 億 7,723 万円
特別養護老人ホーム等事業 1,100 万円
かなや明恵峡温泉事業 9,012 万円

主な特別会計予算

・入湯税については、環境衛生施設・鉱泉源の保護管理施設およ
び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備ならびに観光の
振興に要する費用に充てる目的税であることから、観光振興基
金へ積み立てます。

・地方消費税交付金の社会保障財源化分については、老人福祉費
および障害者福祉費、児童福祉総務費、児童措置費へ充当します。

目的税等の使途の明確化

特定の事業を行うために、一般会計と
は別に独立して経理が行われる会計

※（　）は前年度比
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修理川区民館で、いきいき百歳体操グループと老人ク
ラブの皆さまがリハビリの先生から健康づくりについて
お話を聞きました。理学療法士と言語聴覚士から、コロ
ナ禍で低下した体の筋力アップと、いつまでもしっかり
食事が取れるように口周りの筋力アップについて教えて
いただいた後、実際に運動を体験しました。

修理川区民館で行っているいきいき百歳体操はコロナ
禍で 2 年ほど休んでいましたが、昨年 9 月から再開し、
現在は感染対策を行いながら毎週運動しています。体操
を続けることで、体が柔らかくなるなどの身体的な効果
に加え、みんなでおしゃべりすることでストレス発散に
つながる精神的な効果もたくさん感じているそうです。

2 月 15 日（水）に、令和 4 年度（2022 年度）最後の「ウォー
キング習慣教室」を明恵の里スポーツ公園で実施しまし
た。理学療法士から、肩甲骨を動かすことや股関節の柔
軟性の大切さなどについて説明を受け、歩き方の姿勢に
気を付けながらみんなで 1.4㎞程ウォーキングしました。
冷たい風が吹く中での教室でしたが、みんなで話しなが
らウォーキングをすることで心と体が温まりました。参
加者からは「肩甲骨を動かすと気持ちがいい」「正しい
歩き方を知れてよかった」などの声がありました。

参加者は、ウォーキングを習慣的にされている方やこ
れから始めたいと思っている方などさまざまです。令和
5 年度（2023 年度）は「アラ還世代から始める　からだ
づくり　～ラジオ体操・ウォーキング編～」と題して 6
月より実施予定です。詳細につきましては 5 月に配布予
定のチラシをご覧ください。

修理川区民館にリハビリの先生がやってきた！
（地域リハビリテーション活動支援事業）

ウォーキング人口を増やすプラン 第 1 弾
“ウォーキング習慣教室” を開催しました

高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問長寿支援課（金屋庁舎）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。
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」
に
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な
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ま
れ
る
よ
り
親
と
一
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む
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安
心
な
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間
違
っ
た
考

鉄道公園で遊ぼう！
～はるかぜを感じながら～

●日時／4月20日（木）10:00～11:00
●場所／鉄道公園
●定員／10組程度
●参加費／無料
●申込／4月7日（金）8:30～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（4月7日・14日・21日・28日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

5 月 16 日（火）　申込期限：4 月 14 日（金）
8:00 ～ 9:00　旧北小学校

特定・胃・大腸・胸部・乳房
5 月 18 日（木）　申込期限：4 月 18 日（火）

8:00 ～ 8:30　境川コミュニティセンター
特定・胃・大腸・胸部・乳房

10:00 ～ 10:30　三田活性化センター
特定・胃・大腸・胸部・乳房

5 月 21 日（日）　申込期限：4 月 21 日（金）
8:00 ～ 9:00　きびドーム

特定・胃・大腸・胸部・乳房
5 月 27 日（土）　申込期限：4 月 27 日（木）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター
特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

6 月 4 日（日）　申込期限：5 月 2 日（火）
8:00 ～ 9:00　清水保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮
6 月 8 日（木）　申込期限：5 月 8 日（月）

8:00 ～ 9:00　旧粟生小学校
特定・胃・大腸・胸部・乳房

※令和 5 年度（2023 年度）の集団健診の日程、
　申し込みについては次のページでご確認ください。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

4 月 6 日（木）※ 5 月はお休み
■場所／きび保健福祉センター

健康フェア 健康推進課（金屋庁舎）

4 月 5 日（水）　金屋文化保健センター
●一般健康相談
●運動教室
・気軽にできる運動習慣♪
　からだにいいことちょこっと始めましょう！
●栄養講座
・食事から骨太生活
　骨のもとになるカルシウムについて知ろう！

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

4 月 3 日（月）清水保健センター
4 月 6 日（木）金屋文化保健センター
4 月 20 日（木）金屋文化保健センター
5 月 1 日（月）清水保健センター
5 月 11 日（木）金屋文化保健センター

※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）12 月生まれ］
　4 月 25 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）5 月生まれ］
　4 月 4 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）8 月生まれ］
　4 月 19 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 3 年（2021 年）1 月生まれ］
　4 月 26 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和元年（2019 年）9 月生まれ］
　4 月 11 日（火）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 5 年（2023 年）2 月）

加入者数 7,079 人

支払額 2 億 7,827 万円

1 人当たりの医療費
3 万 9,309 円

（前年同月 3 万 7,147 円）

令和 3 年度（2021 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 8,527 円／月

46 万 2,326 円／年

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00
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集団健診
日程表

令和 5 年度（2023 年度）

実施日 申込期限 受付時間 場所 検査項目

5月16日（火） 4月14日（金） 8:00～9:00 旧北小学校 特定 胃 大腸 胸部 乳房

5月18日（木） 4月18日（火）
8:00～8:30 境川コミュニティセンター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

10:00～
10:30 三田活性化センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

5月21日（日） 4月21日（金） 8:00～9:00 きびドーム 特定 胃 大腸 胸部 乳房

5月27日（土） 4月27日（木） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

6月 4日（日） 5月 2日（火） 8:00～9:00 清水保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

6月 8日（木） 5月 8日（月） 8:00～9:00 旧粟生小学校 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月11日（日） 5月11日（木） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月13日（火） 5月12日（金）
8:00～8:30 大谷公民館 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9:30～10:00 水尻公民館 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月15日（木） 5月15日（月）
8:00～8:30 久野原消防詰所 特定 胃 大腸 胸部 乳房

10:00～
10:30 安諦地区基幹集落センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

6月26日（月） 5月26日（金） 8:00～9:00 石垣公民館 特定 胃 大腸 胸部 乳房

7月 2日（日） 6月 2日（金） 8:00～9:00 きびドーム 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

7月 9日（日） 6月 9日（金） 8:00～9:00 旧城山西小学校 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

7月11日（火） 6月 9日（金） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

8月 5日（土） 7月 5日（水） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

8月20日（日） 7月20日（木） 8:00～9:00 きび保健福祉センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

9月26日（火） 8月25日（金） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

10月 6日（金） 9月 6日（水） 8:00～9:00 清水保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

1月16日（火） 12月15日（金） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房

1月21日（日） 12月21日（木） 8:00～9:00 きびドーム 特定 胃 大腸 胸部 乳房

2月18日（日） 1月18日（木） 8:00～9:00 金屋文化保健センター 特定 胃 大腸 胸部 乳房 子宮

●対象者
・がん検診／対象年齢の有田川町民の方。胃・大腸・胸部・乳

房は 40 歳以上、子宮は 20 歳以上。
・特定健診／ 40 歳以上の有田川町国民健康保険加入者の方（一

部若年者を含む）。
※町の助成でがん検診を受診できるのは、年度内に 1 回のみです。

●後期高齢者医療保険加入者の方は、血液検査などの基本健診
を受診していただけます（平日のみ）。　　

●健診はすべて無料です。

●個別医療機関での健（検）診やドックの受診と重複する内容
は、お申し込みできません。

●ご希望の日程の申込期限までにお申し込みください。期限を
過ぎるとお申し込みできません。

　申し込み先／健康推進課（金屋庁舎）・清水行政局住民福祉室

webからも申し込みできます！
URL(https://logoform.jp/from/
aJfk/174680）へアクセスいただく
か、QR コードを読み込んでください。
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林
野
火
災
の
防
止

空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く
春
に
、
た

き
火
や
火
入
れ
な
ど
の
原
因
に
よ
る
林
野

火
災
が
全
国
各
地
で
多
く
発
生
し
ま
す
。

森
林
は
一
度
焼
失
し
て
し
ま
う
と
、
被

害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
回
復

に
は
長
い
年
月
と
多
く
の
労
力
を
要
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

林
野
火
災
は
、
一
人
一
人
が
火
の
管
理

を
徹
底
す
る
こ
と
で
防
止
で
き
ま
す
。
貴

重
な
自
然
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
林
野

で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

当
町
の
令
和
4
年
中 

救
急
統
計

当
町
で
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
中

に
救
急
出
動
し
た
件
数
は
1
4
3
4
件

で
、
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
搬
送
さ

れ
た
人
は
1
3
0
7
人
、
そ
の
う
ち
54
人

が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

火
災　
…　
1
件

救
急　
…　
2
0
2
件

救
助　
…　
2
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
5
年
（
２
０
２
３
年
）

2
月
末
現
在
の
出
動
件
数

消
防
だ
よ
り事

故
種
別
で
は
、
急
病
に
よ
る
救
急

搬
送
が
全
体
の
69
％
（
9
0
5
人
）、
年

齢
別
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
69
％

（
9
0
6
人
）
と
、
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
傷
病
程
度
別
で
は
救
急
搬
送
人
員

の
46
％
（
6
1
0
人
）
が
軽
症
で
し
た
。

救
急
車
や
救
急
医
療
は
限
り
あ
る
資
源

で
す
。
本
当
に
必
要
な
人
が
救
急
車
や
救

急
医
療
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
正
利
用

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
気
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

皆
さ
ま
は
、
ご
家
庭
の
コ
ン
セ
ン
ト
の

差
し
込
み
口
が
足
り
な
い
と
き
に
、
電
源

タ
ッ
プ
（
電
源
コ
ー
ド
、
延
長
コ
ー
ド
）

を
使
用
し
「
た
こ
足
配
線
」
を
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
一
度
に
た
く
さ
ん
の
電
気
を
使

う
と
電
源
タ
ッ
プ
が
過
熱
し
、
出
火
す
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
電
気
機
器
は
電
源

タ
ッ
プ
の
容
量
の
範
囲
内
で
使
う
か
、
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
直
接
使
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

 

電
気
火
災
防
止
の
た
め
の
心
が
け

・
コ
ン
セ
ン
ト
や
電
源
タ
ッ
プ
の
許
容
量

を
超
え
る
「
た
こ
足
配
線
」
は
し
な
い
。

・
コ
ー
ド
を
束
ね
た
状
態
で
使
用
し
な

い
。
ま
た
、
コ
ー
ド
の
上
に
重
い
も
の

を
置
か
な
い
。

・
定
期
的
に
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
き
、
付
着

し
た
ほ
こ
り
を
掃
除
す
る
。

・
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は
、
必
ず
プ

ラ
グ
本
体
を
持
っ
て
抜
く
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の

自
動
1
1
9
番
誤
通
報

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、
激
し
い
衝
撃

を
受
け
る
と
衝
撃
を
検
出
し
、
一
定
時
間

操
作
が
な
い
場
合
1
1
9
番
に
発
信
す

る
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
機
種
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
衝
撃
の
検
出
に
よ
る
1
1
9
番

通
報
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
落
と
し
た

場
合
な
ど
、
利
用
者
が
意
図
せ
ず
に
発
信

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冬
季
に
は
、

ス
キ
ー
場
を
管
轄
に
持
つ
消
防
本
部
で
ス

キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
時
の
転
倒
が
原
因

と
な
る
誤
通
報
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

も
し
、
自
動
で
1
1
9
番
誤
通
報
さ

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
電
話
を
切
ら
ず
に

通
報
を
受
け
た
職
員
に
間
違
い
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

軽症
610人

その他　1人死亡　35人

重症
184人

中等症
477人

※軽　症／入院加療なし
　中等症／３週間未満入院
　重　症／３週間以上入院
　その他／医師の診断がないもの
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家庭から出る燃えるごみの収集量
令和 5 年（20223 年）1 月／約 303 トン

前月から約 7 トンの減少

最近よく "SDGs（エス・ディー・ジーズ）"
という言葉を耳にします。これは国連が定めた

「持続可能な開発目標」の呼び名です。ごく簡
単にいうと「みんなが幸せで快適な生活を送れ
るような未来を作るための目標」でしょうか。

私たち生活者が直接 SDGs に取り組める活
動の一つがごみの減量化です。より良い地球
の未来のためにごみを減らしましょう！

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
か

ら
3
年
間
の
資
源
物
収
集
運
搬
業
務
の
入

札
を
昨
年
12
月
に
行
い
、
次
の
と
お
り
委

託
業
者
が
決
定
し
ま
し
た
。
4
月
か
ら
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
収
集
運
搬
委
託
業
者

・
吉
備
コ
ー
ス
／
株
式
会
社 

紙
の
杜

・
金
屋
コ
ー
ス
／
株
式
会
社 

紙
の
杜

・
清
水
コ
ー
ス
／
株
式
会
社 

紙
の
杜

狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

狂
犬
病
は
、
人
間
に
感
染
し
発
症
し
た

際
の
致
死
率
が
1
0
0
％
に
限
り
な
く

近
い
、
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
す
。
そ
の
た

め
犬
の
飼
い
主
（
所
有
者
）
は
法
律
に
よ

り
、
犬
の
登
録
と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
（
生
後
3
カ
月
以
上
の
犬
）
を
受

け
さ
せ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
で
は
4
月
17
日
（
月
）
～
21
日

（
金
）、
25
日
（
火
）
～
27
日
（
木
）
の
計

8
日
間
、
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施

し
ま
す
。
車
で
移
動
し
な
が
ら
各
地
区
を

ま
わ
り
ま
す
。
予
定
時
間
や
実
施
場
所
な

ど
の
詳
細
は
、
広
報
あ
り
だ
が
わ
3
月
号

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
い
ず
れ
の
場
所
で
も
注
射
は
受
け
ら

れ
ま
す
。
日
程
の
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

は
、
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●
注
射
料
／
３
２
５
０
円（
1
匹
に
つ
き
）

※
お
つ
り
が
い
ら
な
い
よ
う
に
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

●
登
録
料
／
３
０
０
０
円（
1
匹
に
つ
き
）

※
登
録
は
生
涯
に
１
回
。
登
録
を
済
ま
せ

て
い
る
犬
は
注
射
料
の
み
。

犬
猫
去
勢
等
補
助
制
度

犬
や
猫
の
無
秩
序
な
繁
殖
を
抑
制
し
、

適
正
な
飼
育
管
理
を
目
的
と
し
て
、
飼
い

犬
ま
た
は
飼
い
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
に

要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
／
町
内
に
住
所
を
有
し
、
町
内

で
犬
ま
た
は
猫
を
飼
う
方
で
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
世
帯

●
補
助
額

・
犬
の
去
勢
／
6
0
0
0
円

・
犬
の
避
妊
／
8
0
0
0
円

・
猫
の
去
勢
／
4
0
0
0
円

・
猫
の
避
妊
／
6
0
0
0
円

※
1
年
度
に
つ
き
1
世
帯
2
匹
ま
で

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
け
付
け
終
了

地
球
と
家
計
に
エ
コ
な
補
助
制
度

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
補
助
制
度

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備（
10 

kW
未
満
）

を
新
設
す
る
方
に
補
助
し
ま
す
。

・
対
象
者
／
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
方
で
、
令
和
5
年
度

資
源
物
収
集
運
搬
業
者
の
決
定

（
2
0
2
3
年
度
）
に
電
力
会
社
と
電

力
需
給
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
完

成
時
に
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

※
翌
3
月
末
ま
で
に
実
績
報
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

・
補
助
額
／
最
大
出
力
に
1 

kW
あ
た
り

4
万
円
を
乗
じ
た
額
、
上
限
額
は
12
万

円
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
出
力
で
計
算
）

●
太
陽
熱
利
用
設
備
導
入
補
助
制
度

太
陽
熱
利
用
機
器
（
ソ
ー
ラ
ー
温
水
器

な
ど
）
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
補
助

し
ま
す
。

・
対
象
者
／
町
内
に
太
陽
熱
利
用
機
器
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
事
業
者

・
補
助
額
／
導
入
し
よ
う
と
す
る
機
器
費

用
の
3
分
の
１
以
内
、
上
限
額
10
万
円

※
た
だ
し
貯
湯
槽
を
屋
上
に
設
置
す
る
タ

イ
プ
は
一
律
7
万
円

・
対
象
シ
ス
テ
ム
／
太
陽
熱
を
給
湯
ま
た

は
空
調
な
ど
に
利
用
す
る
設
備
で
未
使

用
品
に
限
る
。
サ
ン
ル
ー
ム
や
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
は
除
く
。

●
補
助
制
度
利
用
の
注
意

各
種
補
助
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
金
交
付

申
請
書
を
環
境
衛
生
課
ま
た
は
清
水
行
政

局
建
設
環
境
室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
受
け
付
け
は
、
予
算
額
に
達
し
次

第
終
了
し
ま
す
。
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問こども教育課（金屋庁舎）
学校図書活動 ・走り方教室

藤並小学校では、学校図書館司書がアシストし読書活動の充
実に向けた取り組みを進めています。工夫した掲示や展示によ
る読書への誘い、図書を活用した学習支援、児童図書委員会や
調べる学習コンクールへのサポートなど多岐にわたって取り組
むことで、児童の読書量が増加し、読書活動も幅広いものになっ
てきています。

今後も読書活動の活性化を図り、子どもたちの心を豊かにする
とともに、知識や語

ご い

彙力を高めていきたいと考えています。

藤並小学校
たくさん読んでたくさん学ぼう

田殿小学校
一流選手の走り方を教わりました

2 月 2 日（木）に、ロンドンオリンピック代表の九鬼巧
選手（NTN 陸上競技部所属）をお招きし「走り方教室」を
開催しました。速く走るためのポイント「腕の振り方」「足
の着き方」などを教わりました。

九鬼選手との競走では一流選手の速さに児童は大興奮。
走る楽しさも感じさせてもらい、貴重な体験となりました。
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原画展
「さいとうしのぶ絵本原画展」

　期間／ 4 月 1 日（土）～ 4 月 30 日（日）まで
　場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）
　　　　金屋図書館

図書館だより

今月のイベント
おはなし会
①日程／ 4 月 2 日（日）・ 9 日（日）・16 日（日）
　　　　　　 29 日（土）・30 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 4 月 8 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／金屋図書館

新着図書案内
■一般書
がらんどう　………………………… 大谷朝子／著
覇王の轍　…………………………… 相場英雄／著
迷宮遊覧飛行　……………………… 山尾悠子／著
何食わぬきみたちへ　………………… 新胡桃／著
ケチる貴方　………………………… 石田夏穂／著
開墾地　……… グレゴリー・ケズナジャット／著
パレードのシステム　…………… 高山羽根子／著
数学の女王　………………………… 伏尾美紀／著
よき時を思う　………………………… 宮本輝／著
荒地の家族　………………………… 佐藤厚志／著

■児童書
ねこのおふろや　… くさかみなこ／文　北村裕花／絵
こっちとあっち　… 谷川俊太郎／文　樋勝朋巳／絵
そつえんセブン
………… もとしたいづみ／作　ふくだいわお／絵
だれもみえない教室で　…………… 工藤純子／著
あずきの絆　ぼくが図書室で出会った妖怪
…………………… 髙森美由紀／作　神保賢志／絵

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館 ※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

全館臨時休館日／ 4 月 13 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

詳細は ALEC までお問い合わせください。

さいとうしのぶさん絵本ライブ
日時／ 4 月 23 日（日）13:00 ～（12:30 ～開場）
場所／ ALEC
対象／乳幼児～　定員／親子 30 組　※抽選
申込／ 4 月 1 日（土）～ 4 月 16 日（日）
※右の QR コードから
　お申し込みください。
　電話でのお申し込みは
　できません。

イベント
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人
権
機
関
有
田
川
は
、
町
内
で
人
権
意

識
を
高
め
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
う
団
体

で
す
。

団
体
の
目
的
は
「
す
べ
て
の
国
民
に
与

え
ら
れ
て
い
る
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
基
本
的
人
権
尊
重
の
理

念
を
広
く
普
及
さ
せ
、
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
努
め
、
町
民
が
互
い
を
認
め
合
い
、

且
つ
守
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
『
幸
福
な

生
活
の
営
め
る
ま
ち
づ
く
り
』
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
」
と
会
則
で
定
め
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
自
身
の
人
権
を
侵

さ
れ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
方
々
が
誰
に
も
侵
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
人
権
を
取
り
戻
す
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
模
索
し
、

少
し
で
も
そ
の
よ
う
な
方
を
減
ら
す
こ
と

を
目
指
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
テ
ー
マ
の
講
演
会
や
映
画
会
を
町
内

で
開
催
し
た
り
、
Ｊ
Ｒ
藤
並
駅
構
内
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
皆
さ
ま
一
人

一
人
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
人
権
啓
発
標
語

の
募
集
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
も

人
権
機
関
有
田
川
の
企
画
に
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

人
権
機
関
有
田
川

和
歌
山
県
が
設
置
し
て
い
る
公
益
財
団

法
人
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で

は
、
人
権
相
談
の
受
け
付
け
や
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

和
歌
山
県
庁
人
権
政
策
課
や
有
田
振
興
局

総
務
県
民
課
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
相
談
も
あ
り
ま
す

人
権
相
談
窓
口

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

法務省インターネット人権相談窓口
https://www.jinken.go.jp/

コロナ差別相談ダイヤル
☎ 073-441-2563

 

和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

●
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
常
設
相
談
）
／

電
話
相
談
、
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
受
け
付
け
／
月
曜
日
～
金
曜
日　

9
時

～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

・
場
所
／
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
2
階
（
和
歌

山
市
手
平
2
丁
目
1
‐
2
）

☎
0
7
3
‐
4
2
1
‐
7
8
3
0

フ
ァ
ク
ス 

0
7
3
‐
4
3
5
‐
5
4
2
1

●
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
／
面
談
相

談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
が
可
能
で
す
。

有
田
振
興
局
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

も
で
き
ま
す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。

・
開
設
日
／
偶
数
月
の
第
2
・
第
4
木
曜

日
、
奇
数
月
の
第
2
土
曜
日
・
第
4
木

曜
日

☎
0
7
3
‐
4
3
5
‐
5
4
2
0

フ
ァ
ク
ス 

0
7
3
‐
4
3
5
‐
5
4
2
1

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 5年（2023 年）2月末日現在）

人口 2万 5,570 人
男 1万 2,106 人
女 1万 3,464 人

1 万 665 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

4
月
の
行
政
相
談

●
4
月
20
日
（
木
）

・
安
諦
地
区
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー　

9
時

～
11
時
30
分

・
清
水
会
館 

和
室　

13
時
～
16
時

問

清
水
行
政
局
総
務
政
策
室

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

～
地
域
で
支
え
る
「
家
庭
養
育
」
～

和
歌
山
県
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
保
護
者
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

家
庭
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、「
お
か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」

を
言
え
る
場
所
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
・
週
末
里

親
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
家
庭
に
迎
え

て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
探
し
て
い
ま

す
。子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に「
里
親
」

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
里
親
相
談
会
と

里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
里
親
相
談
会

・
日
時
／
4
月
28
日
（
金
）

　

13
時
～
15
時

・
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）
研
修
室

｝

●
パ
ネ
ル
展
示

・
期
間
／
4
月
21
日
（
金
）
～
4
月
28
日

（
金
）

・
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）
内

※
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
で
し
こ
」

　
（
岩
出
市
中
迫
6
6
7
‐
1
）

　

☎
0
7
3
6
‐
６
９
‐
1
0
0
4

　

フ
ァ
ク
ス 

0
7
3
6
‐
６
９
‐
1
0
0
2

健 

康

◆
◆
◆

令
和
5
年
（
２
０
２
３
年
）
よ
り

個
別
医
療
機
関
で
の

胃
内
視
鏡
検
診
助
成
を
開
始

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
7
月
よ

り
個
別
医
療
機
関
で
の
胃
が
ん
（
胃
内
視

鏡
）
検
診
の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。
次
の

対
象
者
の
方
に
、
6
月
末
頃
受
診
券
を
郵

送
し
ま
す
。

●
対
象
者
／
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お

り
、
令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）

の
年
齢
が
50
歳
～
69
歳
で
偶
数
年
齢
の

方
●
受
診
期
間
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3

年
）
7
月
1
日
（
土
）
～
令
和
6
年

（
2
0
2
4
年
）
2
月
29
日
（
木
）

●
自
己
負
担
額
／
3
0
0
0
円

※
健
診
当
日
に
医
療
機
関
で
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
注
意

・
町
の
助
成
は
年
度
内
に
1
回
の
み
で

す
。
集
団
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
の
胃

が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ
ム
ま
た
は
胃
カ
メ

ラ
）
と
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。
重

複
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

・
対
象
者
で
あ
っ
て
も
、
集
団
健
診
や
人

間
ド
ッ
ク
で
の
受
診
や
予
約
が
確
認
で

き
た
方
へ
の
受
診
券
の
郵
送
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
受
診
券
の
提
示
が
な
い
場
合
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

・
70
歳
以
上
で
受
診
券
の
発
行
を
ご
希
望

の
方
は
、
7
月
3
日
（
月
）
以
降
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
原
則
と
し
て
鎮
痛
薬
、
鎮
痛
剤
は
使
用

し
ま
せ
ん
。

・
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
受
診
券
に

同
封
の
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（2月中、物損含む）

有田川町 34 件
死者 0人　負傷 0人

有田湯浅警察署調べ
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
発
行
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
は
、
3
月
末
に
郵
送

し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
使

い
、
無
料
で
特
定
健
康
診
査
を
受
診
で
き

ま
す
。

な
お
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、

受
診
券
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

・
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
4
月
1

日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た

40
歳
以
上
の
方

・
令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
中

に
75
歳
に
な
る
方
で
、
75
歳
の
誕
生
日

ま
で
に
特
定
健
康
診
査
の
受
診
を
希
望

す
る
方

・
国
民
健
康
保
険
税
滞
納
世
帯
の
40
歳
以

上
の
方
で
、
全
額
納
付
が
完
了
し
た
方

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
ご
加
入
の
方

医
科
・
歯
科
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
年
１
回
、
医
科
健
康
診
査
と
歯

科
健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
5
月
下
旬
に
受
診

券
を
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
直
接
お
送
り
し
ま
す
。
受
診
券
発

行
の
申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

【
歯
科
健
康
診
査
】

●
対
象
者
／
令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）

３
月
末
で
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
の
方
と

90
歳
以
上
の
被
保
険
者

●
検
査
項
目
／
問
診
・
口
腔
診
断
（
歯
の

状
態
・
歯
周
組
織
の
状
況
・
口
腔
衛
生

状
況
・
嚙
み
合
わ
せ
・
口
腔
乾
燥
・
粘

膜
の
異
常
）、
口
腔
機
能
検
査
（
嚙
む

む
能
力
・
舌
機
能
・
嚥
下
（
飲
み
込
み
）

機
能
）

●
実
施
期
間
／
６
月
１
日
（
木
）
～
令
和

6
年
（
2
0
2
4
年
）
２
月
29
日
（
木
）

●
自
己
負
担
額
／
無
料

●
持
ち
物
／
保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
・

問
診
票

●
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

問

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
和
歌
山
市
吹
上
２
丁
目
１
番
22
号
）　

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

年 

金

◆
◆
◆

産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

「
産
前
産
後
期
間
保
険
料
免
除
制
度
」

と
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
4
カ
月
間
（
産
前
産

後
期
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
で
す
。
産
前
産
後
期
間
と
し
て

ん
。
な
お
、
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
や

不
明
点
が
あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
医
科
健
康
診
査
】

●
対
象
者
／
被
保
険
者
全
員

●
検
査
項
目
（
全
員
に
実
施
す
る
項
目
）

／
問
診
、計
測
（
身
長
、体
重
、Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

血
圧
）、
診
察
（
身
体
診
察
）、
血
液
検

査
（
脂
質
、
肝
機
能
、
糖
代
謝
、
腎
機

能
、尿
酸
、貧
血
な
ど
）、尿
検
査
（
糖
、

タ
ン
パ
ク
、
潜
血
）

●
検
査
項
目
（
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た

方
に
追
加
で
実
施
す
る
項
目
）
／
心
電

図
検
査
、
眼
底
検
査

●
実
施
期
間
／
６
月
１
日
（
木
）
～
令
和

6
年
（
2
0
2
4
年
）
２
月
29
日
（
木
）

●
自
己
負
担
額
／
無
料

●
持
ち
物
／
保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
・

問
診
票

●
実
施
場
所
／
受
診
券
と
同
封
し
て
い
る

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関

●
そ
の
他

す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場

合
や
、
病
院
・
介
護
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
る
方
な
ど
定
期
的
に
健
康
管
理
が

行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
受
け

る
必
要
が
あ
る
か
、
主
治
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

認
め
ら
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に

反
映
さ
れ
ま
す
。

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上

の
出
産
を
言
い
、
死
産
、
流
産
、
早
産

の
場
合
を
含
み
ま
す
。

●
対
象
者
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
（
2
0
1
9

年
）
２
月
１
日
以
降
の
方

●
届
け
出
書
提
出
先
／
住
民
課
（
吉
備
庁

舎
）、や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）、

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
、
各
出
張
所

※
届
け
出
は
出
産
前
と
後
、
ど
ち
ら
で
も

で
き
ま
す
。

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
（
出
産
前
に
届
け

出
る
場
合
。
出
産
予
定
日
を
明
ら
か
に

で
き
る
書
類
）

※
死
産
な
ど
の
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
明

ら
か
に
で
き
る
書
類
が
必
要
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０
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る
場
合
を
含
む
。

④
請
求
者
が
父
（
母
）
の
場
合
、
児
童
が

母
（
父
）
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

と
き
（
父
（
母
）
障
害
該
当
の
場
合
を

除
く
）。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

福 

祉

◆
◆
◆

4
月
2
日
は
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

4
月
2
日
～
8
日
は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

毎
年
４
月
２
日
は
、国
連
で
定
め
た「
世

界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
す
。
日
本
で
は

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
か
ら
の
１
週

間
を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と
定
め
、

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
つ

い
て
、
多
く
の
人
た
ち
に
広
く
知
っ
て
い

た
だ
く
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
脳
の

機
能
障
害
で
「
相
手
の
気
持
ち
が
読
め
な

い
」「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
強
い
こ
だ
わ
り
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
発
達
障
害
の
あ
る

人
が
社
会
の
中
で
自
立
し
て
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
周
囲
の
理
解
が
必
要
で
す
。

障
害
の
特
性
を
理
解
し
、
接
し
方
を
工
夫

す
る
こ
と
で
、
持
っ
て
い
る
本
来
の
力
が

生
か
さ
れ
生
活
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」「
発
達
障
害

啓
発
週
間
」
を
契
機
と
し
て
、
発
達
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学
生
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。
新
年
度
分
の
申
請
は
４
月
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
な
ど
に
在
学
し
、
本
人
の
所
得
が
基

準
以
下
の
学
生

※
所
得
の
目
安
／
１
2
８
万
円
（
令
和
2

年
度
以
前
は
1
1
8
万
円
）
＋
（
扶

養
親
族
の
数
×
38
万
円
）
以
下

●
申
請
書
提
出
先

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）、
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
（
金
屋
庁
舎
）、
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
、
各
出
張
所

・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

●
保
険
料
の
追
納

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
各
月
か

ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
に
よ
り

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

子
育
て

◆
◆
◆

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

父
母
の
離
婚
・
死
亡
な
ど
で
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
（
18

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
者
ま
た
は
、
20
歳
未
満
で
一

定
の
障
害
の
あ
る
者
）
が
育
成
さ
れ
る
ひ
と

り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
手
当
を
受
け
る
に
は

必
要
書
類
を
添
え
て
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
者
や
生
計
同
一
の
扶
養
義
務
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

※
請
求
者
ま
た
は
児
童
が
公
的
年
金
給
付

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

公
的
年
金
給
付
な
ど
の
額
が
児
童
扶
養

手
当
の
額
よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差

額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
児
童
や
父
（
母
）
な
ど
が
日
本
国
内
に

住
ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

③
父
（
母
）
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き
。

※
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事

実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

手当支給月額（令和 5 年度（2023 年度））
児童 1 人目

全部支給 4万4,140円

一部支給 4万4,130円～1万410円

児童 2 人目

全部支給 1万420円

一部支給 1万410円～5,210円

児童 3 人目以降

全部支給 6,250円

一部支給 6,240円～3,130円

4 月より、障害のある方やそのご家族などに配布していた障害児者
サポートブックが新しくなります。

表紙は、ぶどう山椒やススキ、蔵王橋など有田川町を連想させるも
のでカラフルに、情報は最新の内容に一新して新たな制度も追加し、
さらに見やすくなりました。

なお、障害児者サポートブッ
クは町ホームページにも掲載して
います。発行後に法改正などによ
り変更があった場合はホームペー
ジの内容を随時更新していますの
で、最新の情報についてはホーム
ページをご確認ください。

障害児者サポートブックが新しくなります

配布・お問い合わせ先／やすらぎ福祉課（金屋庁舎）
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手話講習会日程など（全 23 回を予定）
講習日時 講習初日 場所

初心者クラス
基礎からきっちり

学びたい方

毎月
第 1・第 3 水曜日

14 時～ 15 時 30 分
4 月 26 日 金屋庁舎 2 階　大会議室

ステップアップクラス
レベルアップしたい方 毎月

第 1・第 3 金曜日
19 時～ 20 時 30 分

4 月 28 日
金屋庁舎 2 階　大会議室

こどもクラス
小学 3 年生～中学 3 年生で

手話に関心のある方
金屋庁舎 2 階　小会議室

●申込締め切り日／ 4 月 19 日（水）　※以降でも随時参加いただけます。
※講習日程は締め切り後に改めてご連絡します。

ご
存
じ
で
す
か
？ 

こ
の
手
当

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神

に
中
程
度
の
障
害
も
し
く
は
長
期
に
わ
た

る
安
静
を
必
要
と
す
る
症
状
に
あ
た
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
す
る
手
当

で
す
。

●
対
象
者
／
右
記
記
載
の
児
童
を
監
護
し

て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
、
主
と
し

て
対
象
児
童
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

方
●
手
当
支
給
月
額（
令
和
5
年
4
月
分
～
）

・
１
級
／
５
万
３
７
０
０
円

・
２
級
／
３
万
5
７
６
０
円

●
支
給
月
／
4
月
、
8
月
、
12
月

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と

き
②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
と
き

【
特
別
障
害
者
手
当
】

20
歳
以
上
で
、
身
体
や
知
的
ま
た
は
精

神
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
の

た
め
に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給

し
ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額（
令
和
5
年
4
月
分
～
）

／
２
万
７
９
８
０
円

●
支
給
月
／
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
病
院
に
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
と

き
【
障
害
児
福
祉
手
当
】

20
歳
未
満
で
、
身
体
や
知
的
ま
た
は
精

神
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
状
態
の
た
め

に
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
児
童
に
支
給
し

ま
す
。

●
手
当
支
給
月
額（
令
和
5
年
4
月
分
～
）

／
１
万
５
２
２
０
円

●
支
給
月
／
2
月
、
5
月
、
8
月
、
11
月

※
次
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
は
除
く
）

②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

【
手
当
を
受
け
る
に
は
】

手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
に
よ

る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
や

す
ら
ぎ
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
既
に
こ
れ
ら
の
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合
】

手
当
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
届
け
出

を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
障
害
程
度

に
変
更
が
あ
っ
た
」「
住
所
、
氏
名
を
変

更
し
た
」「
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
」「
所

得
の
高
い
扶
養
義
務
者
と
同
居
ま
た
は
別

居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
の
場
合
は

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
が
遅
れ
た
り
届
け
出
を
し
な

か
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
支
給
さ
れ
な
く

な
る
場
合
や
支
給
が
遅
れ
る
場
合
、
手
当

を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。必
ず
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

多
く
の
方
に
手
話
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
年
度

も
手
話
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
手
か
ら
生

ま
れ
る
こ
と
ば
「
手
話
」
を
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
。

手
話
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
世
界
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

申
問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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医 

療

◆
◆
◆

医
療
費
通
知
の
お
知
ら
せ
時
期

医
療
費
通
知
は
、
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
主
宛
に
年
6
回
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
宛
に
年
2
回
、
郵
便
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
の
発
送
時
期
、
対

象
と
な
る
診
療
月
に
つ
い
て
は
表
の
と
お

り
で
す
。

※
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知
は
再
発

行
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
医
療
費
通
知
は
、
税
申
告
の
際
の
医
療

費
控
除
の
申
告
手
続
き
で
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
代
わ
り
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除
に
関
す
る
こ
と

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
支
出
で
、

通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

場
合
に
は
、別
途
領
収
書
に
基
づ
い
て「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
作
成
し
、
そ
の

明
細
書
を
申
告
書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、医
療
費
領
収
書
は
、

確
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

負
担
相
当
額
（
患
者
負
担
額
）
と
、
実
際

に
ご
自
身
が
負
担
さ
れ
た
額
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、

自
己
負
担
相
当
額
（
患
者
負
担
額
）
欄
に

記
載
の
額
か
ら
公
費
負
担
医
療
の
額
を
差

し
引
く
な
ど
、
ご
自
身
で
額
を
訂
正
し
て

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

は
、税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
【
国
民
健
康
保
険
】住
民
課（
吉
備
庁
舎
）

　
【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】
和
歌
山

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

有
料
道
路
の
障
害
者
割
引
要
件
が

緩
和
さ
れ
ま
す

有
料
道
路
の
障
害
者
割
引
と
は
、
全
国

の
有
料
道
路
事
業
者
が
統
一
的
に
実
施
す

る
有
料
道
路
に
お
け
る
障
害
者
割
引
制
度

で
す
。
障
害
者
の
方
の
自
立
と
社
会
経
済

活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
有
料
道
路
を
利
用
す
る
障

害
者
の
方
を
対
象
に
、
通
行
料
の
50
％
の

割
引
を
適
用
し
ま
す
。
割
引
を
受
け
る
た

め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た
自
動

車
（
１
人
に
つ
き
１
台
）
に
対
し
て
の
み

割
引
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事
前

登
録
の
な
い
自
動
車
（
タ
ク
シ
ー
、
福
祉

有
償
運
送
、
レ
ン
タ
カ
ー
、
代
車
、
知
人

名
義
の
車
な
ど
）
に
も
割
引
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
乗
車
の
際
は
、

障
害
者
手
帳
と
登
録
し
て
い
る
E
T
C

カ
ー
ド
を
携
行
し
、
有
料
道
路
の
係
員
に

提
示
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
N
E
X
C
O
西
日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

0
1
2
0
‐

9
2
4
‐
8
6
3

・
有
料
通
話 

０
６
‐
6
8
7
6
‐

9
0
3
1

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

診療月 お知らせ時期（予定）
後期（年 2 回） 国保（年 6 回）

1 月

翌 1 月下旬

5 月上旬2 月
3 月 7 月上旬4 月
5 月 9 月上旬6 月
7 月 11 月上旬8 月
9 月 翌 1 月上旬10 月

翌 5 月下旬11 月 翌 3 月上旬12 月

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

有
田
川
町
で
は
町
内
在
住
の
重
度
障
害

者
の
方
に
対
し
、
社
会
参
加
と
福
祉
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
「
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
す
る
こ
と
で
、

タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
相
当
額
を
助
成
し

ま
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
受
付

場
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
／
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
お

り
、
当
町
で
管
理
し
て
い
る
次
の
い
ず

れ
か
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方

①
身
体
障
害
者
手
帳　

１
級
・
２
級

②
療
育
手
帳　

A
１
・
A
２

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

１
級

●
交
付
枚
数
／
年
間
最
大
24
枚

※
年
度
途
中
で
の
手
帳
取
得
や
喪
失
な
ど

に
よ
り
枚
数
が
変
わ
り
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
／
町
が
指

定
す
る
事
業
所

●
利
用
で
き
る
期
間
／
令
和
6
年

（
2
0
2
4
年
）
3
月
31
日
（
日
）
ま
で

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
対
象
と
な
る
障

害
者
手
帳
・
印
鑑

●
申
請
受
付
場
所

・
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

問

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

広報ありだがわが
アプリで読める！

広 報 あ り だ が わ
と町議会広報かわら
版をアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。利用料は無料。

発 行 日 に は プ ッ
シュ通知でお知らせ
します。
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未
満
の
者
【
院
卒
者
】
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
15
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
24
日
（
土
）

※
飛
行
要
員
除
く

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
1
回 

自
衛
隊
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生

・
資
格
／
専
門
大
学
卒
（
見
込
み
含
む
）

【
歯
科
】
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
【
薬

剤
科
】
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
14
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
23
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 
自
衛
隊
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部

候
補
生

・
資
格
／
専
門
大
学
卒
（
見
込
み
含
む
）

【
歯
科
】
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
【
薬

剤
科
】
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
15
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
24
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
隊 

医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格
／
医
師
免
許
ま
た
は
歯
科
医
師
免

許
の
取
得
者

・
受
付
期
間
／
6
月
8
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
23
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
海
上
自
衛
隊
・
航
空
自
衛
隊
・
技
術
海

上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

・
資
格
／
大
卒
以
上
の
者
で
応
募
資
格
に

定
め
ら
れ
た
学
科
、
専
攻
学
科
な
ど
を

卒
業
後
、
2
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ

る
者

・
受
付
期
間
／
5
月
19
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
19
日
（
月
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

●
海
上
自
衛
隊
、
航
空
自
衛
隊
、
技
術
海

曹
・
空
曹

・
資
格
／
20
歳
以
上
の
者
で
国
家
免
許
資

格
取
得
者

・
受
付
期
間
／
5
月
19
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
6
月
16
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
受
験
票
交
付
時
通
知

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
第
1
回 
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
6
月
22
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
【
ｗ
ｅ
ｂ
試
験
】
6
月
28
日

（
水
）
～
7
月
2
日
（
日
）
の
い
ず
れ

か
1
日
【
身
体
検
査
、
面
接
】
7
月
6

日
（
木
）
～
9
日
（
日
）
の
い
ず
れ
か

1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

●
第
1
回 

一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
5
月
9
日
（
火
）
ま
で

・
試
験
日
／
5
月
19
日（
金
）～
21
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館

（
和
歌
山
市
）

●
第
1
回 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

・
資
格
／
【
大
卒
程
度
】
22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
者
【
院
卒
者
】
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
4
月
14
日
（
金
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

※
飛
行
要
員
の
み

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

・
資
格
／
【
大
卒
程
度
】
22
歳
以
上
26
歳

ありだがわ防災・
行政ナビの登録を

防災無線の放送内容や
ハザードマップ、緊急情報
を確認できます。「ライフ
ビジョンアプリ」をインス
トールしてください。無料
で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )

お知らせお知らせ
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●
増
減
理
由
の
例

・
出
生
、
死
亡
に
よ
る
も
の

・
婚
姻
な
ど
に
よ
る
も
の

・
就
学
、
就
労
な
ど
に
伴
う
転
居
に
よ
る

も
の

・
施
設
入
所
な
ど
に
よ
る
も
の

問

下
水
道
課

下
水
道
使
用
料
金
算
出
方
法
の
変
更

　

田
殿
地
区
と
吉
見
地
区
の

　

集
落
排
水
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
4
月
か

ら
田
殿
地
区
と
吉
見
地
区
の
農
業
集
落
排

水
を
公
共
下
水
道
に
統
合
し
ま
す
。
ご
利

用
の
皆
さ
ま
は
、
下
水
道
使
用
料
金
の
算

出
方
法
が
4
月
使
用
分
（
5
月
請
求
分
）

か
ら
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

●
基
本
料
金
1
3
2
0
円
+
（
10
㎥

を
超
え
た
使
用
水
量
か
ら
1
㎥
ご
と

1
3
2
円
）

※
使
用
水
量
が
10
㎥
以
下
の
場
合
は
基
本

料
金
の
み
。

問

下
水
道
課

な
ど
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
へ

の
登
録
が
完
了
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

縦
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
縦
覧
期
間
／
４
月
3
日
（
月
）
～
５
月

31
日
（
水
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
基
づ
く

●
縦
覧
場
所
／
税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、土
地（
宅

地
な
ど
）
の
価
格
の
下
落
修
正
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
価
格
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
縦

覧
期
間
の
初
日
か
ら
納
税
通
知
書
の
交
付

を
受
け
た
日
後
３
カ
月
ま
で
の
間
に
限

り
、審
査
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

下
水
道

◆
◆
◆

農
業
集
落
排
水
・
簡
易
排
水
の

使
用
人
数
が
変
更
に
な
っ
た
ら

農
業
集
落
排
水
お
よ
び
簡
易
排
水
を
ご

利
用
の
皆
さ
ま
は
、
次
の
理
由
な
ど
で
使

用
人
数
に
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
地
区
（
地
区

名
）
／
①
熊
井
・
奥
地
区 

②
吉
原
地

区
●
簡
易
排
水
処
理
事
業
実
施
地
区
（
地
区

名
）
／
栗
林
地
区

税 

金

◆
◆
◆

自
動
車
税
の
種
別
割

●
自
動
車
税
の
種
別
割
の
納
期
限
は
5
月

31
日
（
水
）

納
期
内
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
で
お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ
て
い
る
e
L

‐
Ｑ
Ｒ
を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
も

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）

の
減
免

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、

名
義
や
障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
、
自
動
車

税
（
環
境
性
能
割
・
種
別
割
）
の
減
免
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

問

紀
中
県
税
事
務
所 

課
税
課　

☎
６
４

‐
１
２
６
０

ご
自
分
の
土
地
・
家
屋
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
1
月
1

日
現
在
で
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
価
格

お知らせお知らせ
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※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「チ○○○ー○」 手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげますか？

先月号の答えは
「毎日」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
食べ過ぎると鼻血が出るかも…

①
両手の親指と
人さし指を曲げ
向き合わせて
四角の形を作る。

②
親指とそろえた他の指の
指先を合わせて
折るようにする。

案 

内

◆
◆
◆

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止

現
在
、
メ
ジ
ロ
は
捕
獲
禁
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。
既
に
飼
養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ

は
引
き
続
き
飼
養
で
き
ま
す
。
な
お
、
野
外

で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど
は
、

捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

有
田
振
興
局
衛
生
環
境
課　

☎
６
４
‐

１
２
９
３

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
し
た

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
が
5
月
31

日
（
水
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
（
3
月

1
日
現
在
）。
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
た
め

に
は
申
請
が
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
こ
の
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

2
月
28
日（
火
）ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
申
し
込
み
さ
れ
た
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
後
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
の
対
象
に
な
ら
な

い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
総
務
省

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
特

設
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
す
る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

●
補
助
対
象
区
域
／
公
共
下
水
道
区
域
・

農
業
集
落
排
水
区
域
・
簡
易
排
水
区
域

を
除
く
区
域

●
申
請
受
付
期
間
／
4
月
3
日
（
月
）
～
11

月
10
日
（
金
）
ま
で

※
必
ず
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
す
る

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
予
算
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

●
補
助
金
の
上
限
額

・
5
人
槽
／
43
万
２
０
０
０
円

・
７
人
槽
／
53
万
８
０
０
０
円

・
8
人
槽
以
上
／
71
万
２
０
０
０
円

●
補
助
金
受
給
要
件

・
有
田
川
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
は
工
事
完
了
後
に
移
住
す
る

者
で
あ
る
こ
と

・
個
人
住
宅
に
設
置
す
る
浄
化
槽
で
あ
る
こ

と（
店
舗
併
用
住
宅
は
条
件
に
よ
り
含
む
）

・
令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
3
月
末

ま
で
に
設
置
工
事
を
完
了
し
、
補
助
金

に
係
る
必
要
書
類
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
各
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※
他
に
も
諸
条
件
あ
り

問

下
水
道
課

総務省 マイナ
ポイントサイト

お知らせお知らせ
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月 火 水 木 金 土 日
1 2

□おはなし会
（ポッポ絵本館）
【ALEC】

3 4
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

5
□健康フェア
　  （金屋文化保健センター）

【健康推進課】

6
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

7 8
□おはなし会

（金屋図書館）
【金屋図書館】

9
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

10 11
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

12 13 14 15 16
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

17 18 19
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

20
□行政相談所
　（安諦地区基幹集落セン

ター・清水会館 和室 )
【総務政策室】

21 22 23
□有田川町吹奏楽団

演奏会
（きびドーム）
【社会教育課】

24
□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

25
□ 4 カ月児健診
　（金屋文化保健センター）

【健康推進課】

26
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター )

【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

27 28
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
　【やすらぎ福祉】

29 昭和の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

30
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

5/1
□水道・下水道料金

納期限（納付書）
　【水道課・下水道課】

2
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6 7

4月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

427 広報ありだがわ　2023.4



両
親
を
失
い
、
田
殿
の
崎さ
き
や
ま
よ
し
さ
だ

山
良
貞
に
引
き
取
ら
れ
た
明
恵
上
人

は
、
9
歳
の
時
に
母
方
の
叔
父
に
あ
た
る
上じ
ょ
う
か
く覚に

付
き
従
い
神
護

寺
（
京
都
市
）
に
入
山
し
ま
す
。
神
護
寺
が
所
在
す
る
京
都
高
雄

の
地
は
、
の
ち
に
明
恵
上
人
が
高こ
う
さ
ん
じ

山
寺
を
開
い
て
活
動
拠
点
と
し

た
場
所
で
す
。

神
護
寺
は
、
空
海
と
ゆ
か
り
の
深
い
名
刹
で
す
が
、
明
恵
上
人

が
入
山
し
た
こ
ろ
は
ひ
ど
く
荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
惨
状
を

嘆
き
、
そ
の
復
興
に
命
を
か
け
た
の
が
文も
ん
が
く覚

で
し
た
。
文
覚
は
、

三
度
の
流
罪
に
あ
っ
た
「
荒
聖
人
」
と
も
呼
ば
れ
た
真
言
宗
の
僧

で
す
。
承
安
3
年
（
1
1
7
3
年
）、
文
覚
は
後
白
河
法
皇
に
対

し
て
神
護
寺
復
興
の
た
め
に
荘
園
を
寄
進
す
る
こ
と
を
強
訴
し
、

御
所
に
乱
入
し
て
法
皇
の
逆げ
き
り
ん鱗
に
触
れ
、
伊
豆
へ
配は
い

流る

と
な
り
ま

す
。
伊
豆
で
同
じ
く
配
流
の
身
と
な
っ
て
い
た
源
頼
朝
と
親
交
を

深
め
、
平
家
追
討
を
促
し
た
逸
話
は
有
名
で
す
。

そ
の
文
覚
に
長
年
従
い
、
右
腕
と
し
て
神
護
寺
の
復
興
を
助
け

た
上
覚
は
、
明
恵
上
人
に
と
っ
て
身
近
に
い
る
数
少
な
い
肉
親
で

あ
り
上
人
の
良
き
理
解
者
で
し
た
。
仁
安
3
年
（
1
1
6
8
年
）、

文
覚
が
高
雄
の
地
で
修
業
を
始
め
た
当
初
か
ら
、
上
覚
は
文
覚
に

明
恵
上
人
と
神じ

ん
ご
じ

護
寺

従
っ
て
い
ま
す
。
明
恵
上
人
の
祖
父
で
あ
る
湯
浅
宗む
ね
し
げ重
が
実
子

を
弟
子
に
さ
せ
る
ほ
ど
、
そ
の
関
係
は
親
密
で
あ
り
、
湯
浅
一

族
が
文
覚
の
最
も
有
力
な
支
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
明
恵
上
人
が
神
護
寺
に
入
山
し
た
こ
と
も
、
湯
浅
宗
重
と

文
覚
の
深
い
関
係
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

源
平
合
戦
の
真
っ
た
だ
中
の
寿
永
元
年
（
1
1
8
2
年
）、

文
覚
の
宿
願
は
後
白
河
法
皇
に
聞
き
届
け
ら
れ
ま
す
。
最
初
に

寄
進
さ
れ
た
の
は
、
桛か
せ
だ
の
し
ょ
う

田
荘
（
現
在
の
か
つ
ら
ぎ
町
笠か
せ
だ田
地
域

周
辺
）
で
し
た
。
明
恵
上
人
が
神
護
寺
に
入
山
し
た
の
は
、
養

和
元
年
（
1
1
8
1
年
）
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
直
後
か
ら

神
護
寺
の
復
興
が
本
格
化
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

明
恵
上
人
は
、23
歳
の
秋
に
紀
州
に
戻
る
ま
で
の
約
14
年
間
、

こ
の
地
で
真
言
密
教
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
仁に
ん
な
じ
和
寺
や
東
大
寺
な

ど
に
も
通
っ
て
華
厳
宗
を
兼
修
し
ま
し
た
。

源
頼
朝
没
後
、

後
鳥
羽
上
皇
に
疎

ま
れ
た
文
覚
は
、

佐
渡
・
対
馬
に
配

流
と
な
っ
て
亡
く

な
り
ま
す
が
、
上

覚
が
そ
の
後
継
者

と
な
っ
て
神
護
寺

の
復
興
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

神護寺金堂

そ
の

125

●
E-m

ail　
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